
（９）金属イオン抽出機能を持つ抽出剤内包マイクロカプセル 

 

１． 開発の背景(従来の技術を含む) 

 水に溶けている金属イオンを分離する方法として、溶媒抽出法、吸着法および沈殿法

などが用いられています。溶媒抽出法は、有機溶媒に金属と選択的に錯体を形成する抽

出剤を溶解させて、金属イオンを含む水溶液と混合接触させることにより、目的の金属

イオンのみを抽出剤と選択的に反応させて有機溶媒に抽出する方法です。操作が簡便で

スケールアップが容易などの利点がある一方で、大量の有機溶媒を使用、有機溶媒や抽

出剤の水相への溶解損失、エマルション相の生成による相分離困難などの問題もしばし

ば起こります。溶媒抽出に用いる抽出剤をマイクロカプセル化して固体化することによ

り、これらの問題点を克服し、簡便な金属の分離・回収プロセスを構築できると考えら

れます。 

 

２． 製品完成度・問題点 

2−1．貴金属類の分離・回収の抽出マイクロカプセル 

 金などの貴金属類の分離回収のために、トリオクチルアミン（TOA）を内包したマ

イクロカプセルを調製しています｡塩酸水溶液中から金，白金およびパラジウムを効率

よく抽出でき，逆抽出試薬を用いることによりカプセルから定量的に逆抽出できます。

また、カラムに充填した流通連続操作による分離も行えます。マイクロカプセルに抽出

した貴金属は、溶出剤を順次送液することにより選択的に溶出することが出来、貴金属

類の分別回収が出来ることを明らかにしています。 

 



 

 

2−2．酢酸などの有機酸類の抽出マイクロカプセル 

 酢酸などの有機酸の分離にも TOA 内包マイクロカプセルを利用できます。アルギン

酸ゲルにモノマーを含んだ有機相を包括して in situ 重合することにより、ミリメール

オーダーの非常に大きなマイクロカプセルを調製出来ます。TOA による溶媒抽出法で

有機酸類を抽出するとエマルションが生成し相分離が困難となりやすいですが、TOA



を内包したマイクロカプセルを用いると、相分離の問題は無く、酢酸を定量的に抽出で

きました。 

 

 

2−3．亜鉛、ニッケル、コバルト、レアメタルの分離・回収の抽出マイクロカプセル 

 亜鉛、ニッケル、コバルト、レアメタルなどの抽出剤である 2-エチルヘキシルリン酸

モノ−２−エチルヘキシルエステル（PC-88A）を内包したマイクロカプセルを調製してい

ます｡内部に連結した球状細孔を形成させることにより、抽出速度が大きいことがわか

りました。抽出剤のマイクロカプセルからの水相への溶出がしばしば問題となりますが、

カプセル調製後に酸性水溶液で表面付近の抽出剤を洗浄することにより、抽出過程で漏

洩する抽出剤を低減できることを明らかにしています。 

 無電解ニッケルメッキ液から不純物の亜鉛を抽出することによりメッキ液を長寿命

化することが出来ます。また、種々の金属含有廃液からこれらの有価金属を選択的に抽

出・回収することが出来ます。 

 



 

 

2−4．含浸法による抽出剤担持多孔質ポリマー粒子 

 1-(2-ヒドロキシ-5-ノニルフェニル)エタノンオキシム (LIX84-I)を含浸法により連結球状

孔を有するポリマー粒子に担持させた抽出剤含有ポリマー粒子を調製しました。この粒子

は、ニッケルを効率よく抽出することが出来ます。LIX84-I は in situ 重合法によりマイクロ

カプセル化することが出来ないため、含浸法により抽出剤を担持しました。TOA 内包マイ

クロカプセルからエタノール洗浄により、TOA を除き、その後に有機溶媒に溶解した抽出

剤を含浸させる事により、容易にかつ大量に抽出剤を担持した多孔質ポリマー粒子を調製

することが出来ます。 

 粒子の直径や細孔の大きさと密度を制御することが出来るため、目的に応じたポリマー

粒子を調製し、対象金属を選択的に抽出する抽出剤を担持することが出来ます。 



 

 

 

３． ビジネスとしての展開・展望 

上記の抽出剤内包マイクロカプセルおよび抽出剤担持ポリマー粒子の調製技術を応

用することにより、多種多様な金属や有価化合物に応じた分離材料を調製でき、廃液中



のレアメタルを始めとする有価物質の分離・回収や有害物質の除去・低減について操作

が簡便なプロセスを構築できます。現在、抽出剤を内包したマイクロカプセルやポリマ

ー粒子をサンプル出荷の段階にあり、外部からの注文や問い合わせを期待している段階

です。性能が評価されると、需要が増えると思われる。 
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